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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年11月20日(2008.11.20)

【公開番号】特開2007-108466(P2007-108466A)
【公開日】平成19年4月26日(2007.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2007-016
【出願番号】特願2005-299822(P2005-299822)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるシアントナーａ
とシアントナーｂとを用いる画像形成方法において、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　該シアントナーａと該シアントナーｂを荷重９．８×１０-5Ｎで変形させたものを、更
に９．８×１０-5Ｎの荷重を加えたときの弾性変形率（Ｅａ２）、（Ｅｂ２）がそれぞれ
５５％以上であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるシアントナーａ
とシアントナーｂとを用いる画像形成装置において、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
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　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　フルカラー画像形成に用いられ、シアントナーａとシアントナーｂとを含有するシアン
トナーセットにおいて、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とするシアントナーセット。
【請求項５】
　該シアントナーａおよび該シアントナーｂを荷重９．８×１０-5Ｎで変形させたものを
、更に９．８×１０-5Ｎの荷重を加えたときの弾性変形率（Ｅａ２）、（Ｅｂ２）がそれ
ぞれ５５％以上であることを特徴とする請求項４に記載のシアントナーセット。
【請求項６】
　該シアントナーａおよび該シアントナーｂの円相当径２μｍ以上の粒子において、平均
円形度が０．９２０～０．９７０であることを特徴とする請求項４又は５に記載のシアン
トナーセット。
【請求項７】
　中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるマゼンタトナー
ａとマゼンタトナーｂとを用いる画像形成方法において、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成方法。
【請求項８】
　該マゼンタトナーａと該マゼンタトナーｂを荷重９．８×１０-5Ｎで変形させたものを
、更に９．８×１０-5Ｎの荷重を加えたときの弾性変形率（Ｅａ２）、（Ｅｂ２）がそれ
ぞれ５５％以上であることを特徴とする請求項７に記載の画像形成方法。
【請求項９】
　中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるマゼンタトナー
ａとマゼンタトナーｂとを用いる画像形成装置において、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
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　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　フルカラー画像形成に用いられ、マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂとを含有するマ
ゼンタトナーセットにおいて、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とするマゼンタトナーセット。
【請求項１１】
　該マゼンタトナーａおよび該マゼンタトナーｂを荷重９．８×１０-5Ｎで変形させたも
のを、更に９．８×１０-5Ｎの荷重を加えたときの弾性変形率（Ｅａ２）、（Ｅｂ２）が
それぞれ５５％以上であることを特徴とする請求項１０に記載のマゼンタトナーセット。
【請求項１２】
　該マゼンタトナーａおよび該マゼンタトナーｂの円相当径２μｍ以上の粒子において、
平均円形度が０．９２０～０．９７０であることを特徴とする請求項１０又は１１に記載
のマゼンタトナーセット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　すなわち、
　（１）中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるシアント
ナーａとシアントナーｂとを用いる画像形成方法において、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
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を満たすことを特徴とする画像形成方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（３）中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるシアント
ナーａとシアントナーｂとを用いる画像形成装置において、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（４）フルカラー画像形成に用いられ、シアントナーａとシアントナーｂとを含有する
シアントナーセットにおいて、
　該シアントナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該シアントナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状態
における明度Ｌ*（ｂ）が、シアントナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該シアントナーａとシアントナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量をそれ
ぞれＳａ、Ｓｂとし、塑性変位量をそれぞれＩａ、Ｉｂとしたとき、下式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
で表される弾性変形率Ｅａ、Ｅｂが
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とするシアントナーセットに関する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（７）中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるマゼンタ
トナーａとマゼンタトナーｂとを用いる画像形成方法において、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
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態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成方法に関する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（９）中間転写体を有する画像形成装置と、フルカラー画像形成に用いられるマゼンタ
トナーａとマゼンタトナーｂとを用いる画像形成装置において、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とする画像形成装置に関する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（１０）フルカラー画像形成に用いられ、マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂとを含
有するマゼンタトナーセットにおいて、
　該マゼンタトナーａは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ａ）が４５以上であり、
　該マゼンタトナーｂは、少なくとも結着樹脂、着色剤、及びワックスを含有し、粉体状
態における明度Ｌ*（ｂ）が、マゼンタトナーａの明度Ｌ*（ａ）より低く、
　該マゼンタトナーａとマゼンタトナーｂの荷重９．８×１０-5Ｎに対する最大変位量を
それぞれ（Ｓａ）、（Ｓｂ）および塑性変位量をそれぞれ（Ｉａ）、（Ｉｂ）としたとき
、の弾性変形率（Ｅａ）、（Ｅｂ）が下記式
　　　Ｅａ＝（Ｓａ－Ｉａ）×１００／Ｓａ
　　　Ｅｂ＝（Ｓｂ－Ｉｂ）×１００／Ｓｂ
　　　０％≦｜Ｅａ－Ｅｂ｜≦１０％
を満たすことを特徴とするマゼンタトナーセットに関する。
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